











診 し診断を受けた患者の うち,口 腔周囲筋に緊張
を認めないI級 不正咬合者16名(男児3名,女児




















角結節点,⑥ 下唇点⑦軟組織ポゴニオ ンに設定 し,
咬頭嵌合位における口唇閉鎖時の軟組織弾力性を




　群 内での統 計学 的解析 に はMann-Whitney
U-test　with　Bonferroni　C rrectionを用 い た。

















はI級群 と比較 し,全 ての計測点において統計学
的有意差は認めなかった。
【結　論】 Ⅱ級不正咬合者の下顎前進治療により
軟組織弾力性が改善 したことか ら,下顎後退患者
を正常な顎関係に改善することの意義を支持 して
いることが示唆された。
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